
血球のエンドトキシン応答 :紐抱スロンポプ

ラチチン(耶D因子 )の新生と凝間冗進｡邦

56回日本生化学会,生化学,55(8). 592.

15)Ffl村 仲.竹rfl 修,花柄触沿(1984):如

拙スロンポプラスチン:花感度Itll定法及び白

血球系での産生機序｡耶42回日本生化学会中

部支部例会.抄録.pp.12

16)中村 伸,竹中 修.高橋健治(1盟4):エ

ンドトキシン及び関連誘申体による白血球

tissuefactor(血液凝固第3因子 )の新生｡

El本木学会節104年会,要旨集,pp.4350

17)堤 粥,勝又屯直,中村 仲(1984):詔長

軌及び近縁種の法医疫免学的研究一抗ヒト血

fFJに対する血祭抗原性の柾問比較-｡郡28回

プ')マーテス研究会,抄録.pp.24.

18)践岡一雄.前橋蝕拾(1983):ウシ肝戯グル

タチオンS-トランスフェラーゼの一次梢芯

解析｡邦56回El本生化学会大会.福岡｡

19)笹川澄子,鈴木和男,藤か敏夫,践岡一雄.

高橋健治(1983):詔長旅柾間における感染

防御能の差只 :多形核白血球の走行性ペプチ

ドに対する感受性｡節104年会日本薬学会大

会,仙台｡

系 統研 究 部 門

江原昭善･野上裕生･相見 満･甑戸口烈司･

松本 貢1)

研究概要

1)雷長類各分析群の比較形儒学的研究

江原昭善

1. ヒトおよび詔良剤の下顎骨の楼能的

･形態学的研究

2. ヒトおよび霊長類各分類群における

頭蓋底部の形頂とpostureの関連

2)ケニアおよびエチオピアにおける化石詔長

類および化石人類の研究

江原昭葬 ･木下 突

3)栄転地方先史追跡出土人竹･動物付の研究

江原昭酋･相見 弼 ･松本 i'i･木下 宍

4)宋栃洞岱追跡の人斯学的･先史学的研究

江原昭羊 ･相見 約 ･松本 六 ･本下 火

1)研修員
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5)硬紐孤の形ほ学的研死

野上裕生

6)スマトラにおける耶四紀地史の研兜

野上裕生

7) ジャワf:Lfこおける那四紀仰乳爪の研究.

相見 FIHi

8)スマトラにおける詔長頬の形態学的研究

相見 満･松木 11
9)邦三紀食虫類･原拭および有袋輔の研死

瀬戸口烈司

1.南米出土化石について

瀬戸口烈司･名取六人

2.南アメリカ大陸とヨーロッパ大陸出

土の耶三紀企虫如化石の対比

総 祝

1)江原旧葬(1983):人mの塩狩とアフ1)カ｡

アフI)カ･ハンドブック,松本式治監修,栄

山･伊谷嗣｡

2)野上裕生(1983):広界泣類の歯について-

そのエナメル質を調べる-,モンキー 188:

11-15.
3)瀬戸口烈司(1983):｢サルの墓場｣の発見

一古生物学調査をささえるもの,季刊人類学

14-2:191-224｡

4)瀬戸口烈司(1983):岐縄の進化史的意味,

歯界展望 62-4:649-6580
5)抑戸口列司(1983):雨氷で ｢サルのf3;切｣

を見つける-コロンビアでの古生物学調光か

ら-,モンキー 188:6-loo

6)瀬戸口烈司(1983-4):食虫頬から詔技研ま

で,モンキー(その1)188:24-27.(そ

の2)189･190:62-65,(その3)191･

192:46-49｡

論 文

1)江原旧告 :ゲーテ的形惜学を超えて一諏訪紀

夫 ｢柄FI!形態学原論｣を評して｡モルフォロ

ギア｡ゲーテと自然科学特柴,第5号,ナカ

ニシア出版｡

2)Nogami,Y.& M.Yoneda(1983):Struc-

turalPatternsofEnamelintheSuper-

familyCeboidea,Primates,24-4:567-

575.



報告 ･その他

1)Nogami,Y.& M.Yoneda(1984):Pat-
ronesEstructuralesdelEsmalteenla

SuperfamiliaCeboidea,Kyoto Univer-

SityOverseasResearchReportsofNew

WorldMonkeys,4:ト 10.

2)宮尾放碓･相見 満 ･西沢寿晃(1983):動

地物迫存体,栃原岩影追跡発掘調査報告書

(昭和58年度 ),信州大学｡

8)Setoguchi,T.& A.Cadena(1984):Re-

1acionEntrelaMorfologiaylaFuncil

ondelaDentaduraenlaLinejeStirt-

onia-AlouaEta(Ceboidea),KyotoU-

niversity OverseasResearchReports

oLNewWorldMonkeys,4:ll-20.

学会先 表

1)江原昭善く1983):人間にとって技術とは一

巡化史的観点から-｡日本心理学会第47回大

会.社会 ･産業部門シンポジウム｡

2)江原昭善･遠藤前里(1983):Cercopithe･

coideaの下顎体側面観の形態学的特徴｡第37

回日本人輪学会.

8)Sctoguchi,T.(1983):SomeNew Ce･

boids(Primates,Mammalia)from 血e

LaVentaMioceneofColombia,South

America,43rdAnnual Meetingofthe

SocietyofVertebratePaleontology,La･

ramie,Wyoming,USA.

4)淑戸口烈司(1983):リスザルとオマキザル

ー系統関係を中心にして-｡第37回日本人頬

学会日本民族学会連合大会｡

5)野上裕生(1984):クマ1)ンのエナメル質と

広界損耗のある進化傾向｡第28回プ1)マーテ

ス研究会｡

6)瀬戸口烈司(1984):古生物学証拠と分子時

計の調和と不調和一南米ザル系統論の例から

一｡第28回プリマ-テス研究会｡

7)相見 清く19糾 ):リーフモンキーの分布の

展開について｡第28回プリマーテス研究会｡

8)遠藤蔑里 ･高橋秀雄 ･足立和隆 ･江原昭善

(1984):オナガザル上科における下顎体側

面観輪郭形状分化の生体力学的分析.第37回

日本人放学会｡

9)中久喜正一 ･江原昭善(1984):霊長簸各分
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放群の肝臓内血管分布と肝菓区分｡第89回日

本解剖学会｡第28回プ1)マ-テス研究会｡

ニホンザル野外観察施設

川村俊蔵 (施設長･兼)･東 滋 ･渡辺

邦夫･足沢貞成

木施設は幸島野外観察施設を改組拡充するとい

うかたちで昭和53年度から新しく発足した｡事由

のほかに,ニホンザルの分布北限である下北,南

限である屋久島,中部日本の袋El本型気候の上信

越,表日本型の木曽の4つの研究林地城をあわせ

て,5つのニホンザルの代表的な生息地について

研究保護区としての維持をはかり.長期的に安定

した条件下で.ニホンザルの研究を展開すること

を目的としている｡

昭和58年度の各フィールドステーシヲン関係の

活動状況は次のとおりである｡

1.幸島観察所

事島の群れは昭和23年以来の苛税された資料を

もとに野外観察施設の中では独自の位位を占めて

いる｡今年度は岩本俊孝 (宮崎大)による採食生

態,樋口義治 (愛知大)による野列でのオペラン

ト学習実験,井上美智子 (大阪市大 )による音声

の分析等の研究が行われた｡また特定研究 ｢生物

の適応戦略｣の一環として.イモ洗い等の文化的

行動の解析(河合雅雄,渡辺,樋口)や,窮3者

による争いへの介入,援護といった利他行動の実

態(渡辺 ),出産と食物塁の関係(森明雄 ),等

の研究が行われている｡今年度訪れた研究者は延

270人日であり,その他大学,報道機関等の関係

者は延100人日以上になる｡59年3月の時点での

島内の個体数はマキ･グループ12頭を含め92頭で

あり,この10年間ほとんど変動していない｡〔今

年度中の出産は8例,うち5亘紬;死亡した｡〕

2. 下北研究林

1983年度の積雪期の調査は足沢.綿貫(北大

･農,共同研究員).中山(北大戯 ).が中心と

なり北大農 ･同ヒダマ研究グループの学生諸氏.

地元のあしの会(代表,荷冶)の先生方,京大.

野生研の研究者などの参加をえて12月20日から4

月15日にわたって行われた｡M群を115日間(う

ち113日間は連続追跡)観察したほか,新しく発

見されたM群の分裂群Araグループを28日間平


